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鉱工業生産

製造業生産
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前期比年率▲1.7％）

％）、公益事業

や貿易戦争によるコスト増

2.3％）と減少し

持ち直し等を背景に

％（同＋0.8％）
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％）とプラス

 

2 
 

本資料は情報提供を目的として作成されたものであり、投資勧誘を目的としたものではありません。作成時点で、第一生命経済研究所経済調査

部が信ずるに足ると判断した情報に基づき作成していますが、その正確性、完全性に対する責任は負いません。見通しは予告なく変更されること

レポート 

19

％

とマイナス

や貿易戦争によるコスト増

、鉱工業

、製

とプラス


